
産業廃棄物処理業における気候変動情報収集・分析事業

産業廃棄物処理業は、県民生活や県内経済の安定確保に不可欠であり、発災時には災害廃棄物

処理の一端を担う等、安定した事業の継続が求められるが、気候変動に伴う大雨等の増加による

処理施設の被害や気温上昇による作業従事者の熱中症の増加等が懸念される。

産業廃棄物処理業における気候変動適応策の促進を図るため、産業廃棄物処理現場における気

候変動影響や課題等について情報収集を行う（令和4年度は収集した情報を踏まえて適応策を整理

し、情報発信を予定）。

背景・目的

調査対象・方法・時期

【アンケート調査】（R3.7）

（一社）えひめ産業資源循環協会協会員：373社

【ヒアリング調査】（R4.1）

アンケート先から５社

調査項目

・気候変動の実感（共通設問）

・実感し、課題に感じる気候変動影響（収集運搬、積み替え保管、中間処分、最終処分ごとの個別設問）

・講じている適応策（〃）

・周辺環境への配慮（〃）



アンケート結果概要

回答者概要

回答数：231社（回収率 62%）

【内訳】

・収集運搬：217社

・収集運搬（積み替え保管有）：74社

・中間処分：94社

・最終処分：18社

全社共通設問

気候変動の実感

とても実感

する

52%

どちらか

といえば

実感する

42%

分からない

2%

あまり実感しない

4%

まったく実感しない

0.4%

実感している気候変動
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0 50 100

気温が高くなっている

猛暑日や真夏日、夏日、熱帯夜が増えている

短時間の強雨が増えている

大雨が増えている

降雪や積雪が減っている

台風が増えている。台風が大型化している

冬日が減っている

雨が降らない時期が増えている

高潮や高波の発生が増えている

その他

（％）



アンケート結果（収集運搬）

実感し、課題に感じる影響 講じている適応策

周辺環境への配慮
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55
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41
38
38

24
21
20
16
14

4.6
2.8
2.8
2.3

0 100

水分や塩分の補給
暑熱に対応した作業服の導入

作業時間の管理（適切な休憩時間の確保等）
マスク・手袋の着用

手洗い・うがいの徹底
気象情報のこまめな確認

荒天時の収集・運搬ルートや運搬時間帯の調整・変更
荒天時の安全対策（ライト点灯、車間距離確保等）の実施
廃棄物の種類、性状等に応じた運搬資材・車両の選定

荒天時の安全教育の実施
冷却剤の配布

荒天時の対応マニュアルの整備
冷却効率や燃費を考慮した保冷車等の導入

荒天時の対応訓練の実施
その他

（％）
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38

38

35

32

26

24

14

0.5

0 50 100

適切な車両整備の実施

急加速、急発進、不要なアイドリング等の停止

安全教育の実施

廃棄物の種類、性状、量等の把握

廃棄物の種類、性状等に応じた運搬資材・車両の選定

緊急時の連絡体制・対応マニュアルの整備

燃費、排ガス等を考慮した運搬車両の導入

道路条件（幅員、住宅の立地等）を考慮した運搬ルートの設定

排出者や運搬先の施設の状況に応じた運搬計画の立案

緊急時の対応訓練の実施

その他

（％）

今後実施したい適応策・環境配慮

・運搬回数の効率化

・運搬ルートの最適化

・熱中症対策キットの支給

・緊急時の連絡・対応マニュアルの整備

・安全教育や適切な運搬に関する教育

・夏期の粉じん対策
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33
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5.5

5.5

2.3
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0 50 100

気温上昇による作業効率低下や熱中症リスク上昇

豪雨等による収集運搬ルートの冠水リスク等の上昇

土石流等による収集・運搬ルートの寸断リスク等の上昇

豪雨等による排出元の廃棄物散乱・性状変化等リスク上昇

台風の増加による収集・運搬ルートの冠水リスク等の上昇

積雪・降雪量減少による収集運搬時の安全性上昇（好影響）

降雨量減少に伴う粉じんの飛散増加による作業環境悪化等

蚊やダニ等の増加による健康リスク上昇

気温上昇による保冷車等のエネルギー使用量増加

高潮や高波による収集・運搬ルートの冠水リスク等の上昇

その他

（％）



アンケート結果（収集運搬・積み替え保管有）

実感し、課題に感じる影響 講じている適応策

周辺環境への配慮 今後実施したい適応策・環境配慮

・豪雨・多雨に対する排水対策

・周辺への飛散の気配り

・気温上昇による発火リスクを防ぐため、早期搬出

・シート等による雨水侵入対策
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34

18
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8.1

8.1

2.7

2.7

1.4

0 50 100

気温上昇による作業効率低下や熱中症リスク上昇

豪雨等による保管施設への浸水リスク等の上昇

気温上昇による可燃性廃棄物の発火リスク上昇

台風の増加による廃棄物の散乱リスク等の上昇

蚊やダニ等の増加による健康リスク上昇

降雨量減少に伴う粉じんの飛散増加による作業環境悪化等

土石流等による保管施設の破損・倒壊等のリスク上昇

高潮や高波による保管施設の浸水リスク等の上昇

積雪・降雪量減少による施設破損等リスクの低下（好影響）

その他

（％）
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43
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32
30

19
14
9.5
8.1
4.1
1.4

0 50 100

水分や塩分の補給
作業時間の管理（適切な休憩時間の確保等）

マスク・手袋の着用
廃棄物の種類、性状把握の徹底、適正保管の徹底

暑熱に対応した作業服の導入
積み替え保管施設の清掃の徹底、殺虫・殺鼠等の徹底

手洗い・うがいの徹底
気象情報のこまめな確認

積み替え保管施設の巡回点検の実施
荒天時の安全教育の徹底

冷却剤の配布
荒天時の対応マニュアルの整備

保管施設の構造等の改善（地盤の嵩上げなど）
荒天時の対応訓練の実施

その他

（％）
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61

47
36
34

24
22

15
9.5
9.5
9.5
6.8

0

0 50 100

清掃の徹底

廃棄物の種類、性状等に応じた適切な保管

安全教育の実施

散水設備等による粉じん対策の実施

緊急時の連絡体制・対応マニュアルの整備

汚水の流出防止措置の徹底

蚊が育つ水場の除去

殺虫・殺鼠等の実施

防音壁設置や低騒音型重機導入等による騒音対策

低振動型重機の導入等による振動対策の実施

緊急時の対応訓練の実施

気密化、脱臭装置の導入等による悪臭対策の実施

その他

（％）



アンケート結果（中間処分）

実感し、課題に感じる影響 講じている適応策

周辺環境への配慮

今後実施したい適応策・環境配慮

・施設の高温対策（遮熱・断熱の拡大）

・冷房付き休憩所の整備

・安全に作業できる環境整備

・粉じん対策の徹底

93
30
29
27
24
20
15
13
10
7.4
2.1
1.1
2.1

0 100

気温上昇による作業効率低下や熱中症リスク上昇

豪雨等による保管施設への浸水リスク等の上昇

気温上昇によるエネルギー使用量増加（施設冷却、室内冷房等）

豪雨等による廃棄物の含水率増加、燃料使用量増加

台風の発生数等の増加による処理施設の破損等のリスク上昇

気温上昇による処理施設の機能低下や誤作動、故障リスク上昇

廃棄物の発火リスク上昇

土石流等による処理施設の破損等のリスク上昇

降雨量減少に伴う粉じんの飛散増加による作業環境の悪化等

蚊やダニ等の増加による健康リスク上昇

積雪・降雪量減少による施設の破損等のリスク低下（好影響）

高潮や高波による処理施設の浸水リスク等の上昇

その他

（％） 95
63

55
51
46
41

31
30
28
23
21

15
15
11
10
8.5
7.4
7.4
5.3
3.2
3.2
1.1
3.2

0 100

水分や塩分の補給
作業時間の管理（適切な休憩時間の確保等）

冷房付きの休憩所の設置
気象情報のこまめな確認

暑熱に対応した作業服の導入
マスク・手袋の着用

手洗い・うがいの徹底
スポットクーラーの設置
施設の巡回点検の実施

処理物の性状把握の徹底、適正処理の徹底等
施設内の清掃の徹底、殺虫・殺鼠等の徹底

冷却剤の配布
荒天時の安全教育の徹底

施設異常時の対応訓練の実施
施設異常時の対応マニュアルの整備

天候に応じた施設の運転・維持管理マニュアルの作成
処理施設の高温時対策（制御基板の冷却対策等）

荒天時の対応訓練の実施
処理対象物の保管場所への屋根の設置

施設建屋の空調の見直し
施設建屋の断熱性の向上

電気設備の上層階への設置
その他

（％）

80
52
50

44
38

24
24

16
14
13
13
11
7.4
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清掃の徹底
散水設備等による粉じん対策の実施

安全教育の実施
処理施設や関係設備の適切な運転・維持管理の徹底

事故発生時など緊急時の連絡体制・対応マニュアルの整備
処理施設の排出水の適正管理

緊急時の対応訓練の実施
蚊が育つ水場の除去

施設内の殺虫・殺鼠等の実施
防音壁や低騒音型重機の導入等による騒音対策の実施

処理施設の排出ガスの適正管理
建屋の気密化、脱臭装置の導入等による悪臭対策の実施

低振動型重機の導入等による振動対策の実施
周辺の環境モニタリングの実施

その他

（％）



アンケート結果（最終処分）

実感し、課題に感じる影響 講じている適応策

周辺環境への配慮

今後実施したい適応策・環境配慮

・浸出水処理施設の更新

・雷時の対応
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0 100

気温上昇による作業効率低下や熱中症リスク上昇
雑草の増加による除草頻度増加

豪雨等による覆土の侵食リスク上昇
豪雨等による地面のぬかるみに伴う重機使用への影響

豪雨等による法面侵食リスク上昇
豪雨等による側溝の土砂等の堆積による雨水排水能力低下

豪雨等による作業効率低下、危険性上昇
豪雨等による処理施設の能力を超える浸出水量増加リスク上昇

台風の増加による重機使用等への影響
台風の増加による遮水シート、構造物の被害リスク上昇

蚊やダニ等の増加による健康リスク上昇
豪雨等による保有水量増加に伴う埋立地の氾濫リスク上昇

降雨量減少に伴う粉じんの飛散増加による作業環境の悪化等
降雨量の減少（乾燥）に伴う火災発生リスク上昇

積雪量や降雪量減少による作業効率上昇、危険性低下（好影響）
その他

（％）
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5.6
5.6
5.6
5.6
0
0
0

0 100

水分や塩分の補給
作業時間の管理（適切な休憩時間の確保等）

気象情報のこまめな確認
側溝の清掃の徹底
マスク・手袋の着用

暑熱に対応した作業服の導入
冷房付きの休憩所の設置

強風時の埋め立て作業の中止
降雨量の減少（乾燥）対策としての散水

施設の巡回点検の実施
手洗い・うがいの徹底

作業性の高い草刈り機の導入、防草シートの敷設
施設異常時の対応訓練の実施

荒天時の安全教育の徹底
冷却剤の配布

施設内の清掃の徹底、殺虫・殺鼠等の徹底
豪雨等対策としての覆土厚の見直し、一時的に防水シートで被覆
豪雨等対策としての排水対策の強化、敷板による作業場所・導線…

調整池の容量の見直し
電気設備の上層階への設置

施設の強靭化（排水路の増設、地盤改良、法面の補強等）
天候に応じた施設の運転・維持管理マニュアルの作成

施設異常時の対応マニュアルの整備
荒天時の対応訓練の実施
スポットクーラーの設置

浸出水処理施設の処理能力や薬剤使用量の見直し
その他

（％）
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清掃の徹底
安全教育の実施

排出水処理施設等、処分場の適切な運転・維持管理の徹底
散水設備等による粉じん対策の実施

事故発生時など緊急時の連絡体制・対応マニュアルの整備
緊急時の対応訓練の実施

施設の強靭化（排水能力の強化、地盤改良、法面の補強等）
低振動型重機の導入等による振動対策の実施

周辺の環境モニタリングの実施
低騒音型重機の導入等による騒音対策の実施

蚊が育つ水場の除去
施設内の殺虫・殺鼠等の実施

消臭剤の導入等による悪臭対策の実施
その他

（％）



ヒアリング結果

ヒアリング先概要

５社：アンケート結果、処理施設の規模、処理対象物等を踏まえて選定

主な設問と回答

どのような業務を行う際に気候変動を実感しているか？

→大雨や土砂災害により各種交通網に影響があった時

→（最終処分場）浸出水、雨水が急激に増加した時

→日中の屋外作業を避ける業務計画により作業効率が落ちている

→(気温上昇が原因とは断定できないが) ここ2年間で熱中症の件数が微増

→状況に応じた対応。適宜搬出元と協議・調整、それに合わせた処理施設の運転調整

→台風、火災等の別にマニュアルを整備し、訓練を年1回実施

→施設(最終処分場)の崩壊を想定した土のうの作成・積み方の訓練、緊急時連絡体制の機能確認

→気温上昇による廃棄物の性状変化に対応するための散水設備、屋内保管場所へのクーラーの設置

→最終処分場の調整池や排水処理施設の増設

高温による作業効率低下や熱中症発生の経験は？

荒天時の運搬ルートや時間帯の調整・変更は？

施設異常時等のマニュアルの内容や訓練の内容・頻度は？

今後必要と考えている、または予定している適応策は？


